
令和６年度 第１回東部地域まちづくり懇談会 

 

日 時  令和６年１０月２２日（火） 

午後２時００分 

会 場   恵山コミュニティセンター 

 

 

次   第 

 

１ 開  会  

 

２ 座長挨拶  

 

 ３ 出席者紹介  

 

４ 議  題 

 （１）東部地域まちづくり懇談会の次年度以降の開催について 

 （２）地域福祉バスの今後の利活用方法について 

  

５ そ の 他  

             

６ 閉  会   
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資料１ 

東部地域まちづくり懇談会開催要項 

             

１ 目的 

 戸井，恵山，椴法華および南茅部地域（以下「東部地域」という。）に共

通する課題や地域の振興などについて協議し，地域のまちづくりにつなげる

ことを目的として，東部地域まちづくり懇談会（以下「懇談会」という。）

を開催する。 

 

２ 懇談事項 

懇談会は，東部地域の産業振興や地域福祉の向上にかかる課題や振興策な

どをテーマとし，その具体的な方策を協議する。 

 

３ 参集者 

参集者は，次に掲げる団体および戸井支所長，恵山支所長，椴法華支所長

ならびに南茅部支所長（以下「４支所長」という。）とし，２０人以内を基

本とする。また，必要に応じてその他関係者の出席を求めることができる。 

(1)地区町会連合会（戸井，恵山，椴法華，南茅部） 

(2)漁業協同組合（戸井，えさん，南かやべ） 

(3)函館東商工会 

(4)函館市民生児童委員協議会（第２６～２９方面） 

 

４ 分科会 

懇談会は，懇談事項に関し，より具体的で専門的な議論を行うため，必要

に応じて３に掲げる団体や市の実務者のほか，有識者等を参集範囲とする分

科会を開催できるものとする。 

 

５ 懇談会の開催頻度等 

 (1)懇談会の開催頻度は年２回程度とし，分科会は必要に応じて開催する。 

(2)懇談会の開催期間は令和２年度から令和６年度までの概ね５年間とする。  

 

６ 開催方法等 

 (1)懇談会の開催担当支所は，一年度ごとに持ち回ることとし，座長は，開

催担当支所の支所長とする。 

(2)開催場所は，原則，東部地域内とする。 

(3)懇談会は，公開とする。ただし，座長が公開することが適当でないと判

断した場合は，非公開とする。 

(4)懇談会出席者への報酬等は，支給しない。 

 

７ その他 

この要項に定めるもののほか，懇談会の開催に関し必要な事項は，４支所

長が協議し定める。 



東部地域まちづくり懇談会の開催経過                                                                       資料２ 

年 度 会議名・日時 主な議題等 備 考 

令和 

2 年度 

(第 1 回東部地域まちづくり懇談会) 

R2.9.30 
・テーマの選定について 

・テーマを「観光振興」に決定。 

・観光振興分科会の設置 

(第 1 回観光振興分科会) 

R2.10.9 
・既存観光素材調査 ・東部地域の既存観光素材の現地調査を実施 

(第 2 回観光振興分科会)  
R2.12.16 

・東部地域の既存観光素材現地調査結果について 

・東部地域の観光振興の具体的な検討内容について 
 

(第 3 回観光振興分科会) 

R3.1.26 

・東部４支所地域の観光マップ(素案)について 

・東部４地区の観光データベースについて 
 

(第 4 回観光振興分科会) 

R3.2.25 
・函館市東部４支所地域の観光マップ(案)の作成について  

(第 2 回東部地域まちづくり懇談会) 

R3.3.24 

・令和 2 年度活動報告について(観光振興分科会) 

・今後の活動について 
 

令和 

3 年度 

(第 5 回観光振興分科会) 

R3.4.23 

・函館イーストエリアガイド（案）の見直しについて 

・ガイドマップ配布に向けた今後の進め方について 

・R3.3.24 開催の東部地域まちづくり懇談会における協議内容を

踏まえ，函館イーストエリアガイド（案）を見直し 

(第 6 回観光振興分科会) 

R3.5.12 
・ガイドマップ配布に向けた今後の進め方について  

(第 7 回観光振興分科会) 

R3.6.10 

・次回親会（東部地域まちづくり懇談会）にて報告する分科会の活動報告について 

・函館イーストエリアガイドに掲載できなかったその他施設のご紹介 

・分科会における今後の取り組み(案)について 

 

(第 1 回東部地域まちづくり懇談会) 

R3.7.7 

・講演 『函館市東部の縄文』（一般財団法人道南歴史文化振興財団 学芸主任 平野千枝 氏） 

・報告および協議 

①「函館イーストエリアガイド」の修正について，②「函館イーストエリアガイド」の配布について 

③その他の施設のご紹介(ホームページによる公開)について，④今後の取り組み(案)について 

・函館イーストエリアガイド修正案の採用決定 

・左記のほか，函館市過疎地域持続的発展市町村計画（案）に対す

るパブリックコメント（意見公募）手続の実施について，企画部計

画推進室計画調整課より説明 

(第 8 回観光振興分科会) 

R3.11.17 

・前回親会（東部地域まちづくり懇談会）で示している今後の取り組み(案)について 

・函館イーストエリアガイド配布の効果検証について 

・分科会における取り組みについて 

 

(第 9 回観光振興分科会) 

R3.12.23 

・函館イーストエリアガイドの増刷について 

・函館イーストエリアガイド配布効果の検証方法について 
 

(第 10 回観光振興分科会) 

R4.2.18 

・東部地域まちづくり懇談会への報告内容について 

・函館イーストエリアガイド増刷について 
 

(第 2 回東部地域まちづくり懇談会) 

R4.3 月下旬 

・令和 3 年度(7～3 月)活動報告について（観光振興分科会） 

①函館イーストエリアガイドの配布等，②分科会の開催状況，③分科会における調査研究等の概要 
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，書面開催 

令和 

4 年度 

(第 11 回観光振興分科会) 

R4.7.21 
・東部地域まちづくり懇談会への報告内容について  

(第 12 回観光振興分科会) 

R4.8.29 

・観光振興分科会の取り扱い（案）について 

・今後の函館イーストエリアガイドの印刷・配布等について 

・東部地域まちづくり懇談会への報告内容について 

 

(第 1 回東部地域まちづくり懇談会) 

R4.10.7 

・函館市東部地域路線バスの現状と今後のあり方について 

・分科会報告（観光振興分科会） 

・企画部計画推進室交通政策課より説明 

・観光振興分科会の解消 

(第 2 回東部地域まちづくり懇談会) 

R5.3.14 
・東部地域公共交通に関わるこれまでの取り組みについて  

令和 

5 年度 

(第 1 回東部地域まちづくり懇談会) 

R5.11.20 

・函館市東部地域路線バスの現状と今後のあり方について 

・地域活性化の取り組みについて 

①北海道教育大学函館校「地域づくり支援実習」について，②各支所の状況報告， 

③その他(今後の議題について) 

 

(第 2 回東部地域まちづくり懇談会) 

R6.3.22 
・地域活性化の取り組みについて（意見交換）  

令和 

6 年度 

(第 1 回東部地域まちづくり懇談会) 

R6.10.22 

・東部地域まちづくり懇談会の次年度以降の開催について 

・地域福祉バスの今後の利活用について 
 

(第 2 回東部地域まちづくり懇談会) （未 定）  

 



資料３ 

○○地域福祉バス運行要綱  

 

（目的）  

第１条 この要綱は，○○地域において，地域福祉バスを運行すること

により，地域住民の福祉活動や社会活動への参加促進等を図り，福祉

向上と地域振興に資することを目的とする。  

（使用者の範囲）  

第２条 地域福祉バスを使用できるものは，原則的に次に掲げるものと

する。  

 （１） ○○地域の福祉関係団体  

 （２） 本市が支援する○○地域の公共的団体等  

 （３） 本市が参画し組織する○○地域の実行委員会  

 （４） その他市長が公益上必要と認めるもの  

２ 前項に定めるもののほか，本市が主催する事業等（公務を含む）に

使用することができる。  

 （使用範囲）  

第３条 地域福祉バスの使用範囲は，次のとおりとする。  

 （１） 団体等の目的達成のために行う事業  

 （２） 団体等が行う研修，視察  

 （３） その他市長が公益上必要と認めるもの  

 （使用の制限）  

第４条 地域福祉バスの使用は，本市が直接使用する場合を除き，原則

として，次のとおりとする。  

 （１） 運行区域は，渡島・檜山管内とする。  

 （２） 日帰りとする。  

 （３） 乗車人員は１０名以上定員以内とする。  

 （４） その他運行することが不適当な場合は運行しない。  

２ 市長が特に必要と認める場合は，この限りでない。  

 （運休日）  

第５条 地域福祉バスの運休日は，次のとおりとする。  



 （１） 車検期間および定期点検日  

 （２） １２月２９日から翌年１月３日まで  

 （３） 市長が特に必要と認めるとき  

 （運行時間）  

第６条 地域福祉バスの運行時間は，本市が直接使用する場合を除き，

原則として，午前９時から午後５時までとする。ただし，特別な事情

がある場合は，事前に市長の承認を得て延長することができる。  

 （使用料および費用負担）  

第７条 地域福祉バスの使用料は無料とする。ただし，次の費用につい

ては，使用者の負担とする。  

 （１） 有料駐車場の料金  

 （２） 有料道路の料金  

 （３） その他使用に伴い発生する費用。ただし，燃料費を除く。  

 （使用の手続き）  

第８条 地域福祉バスの使用を希望する団体等は，使用する日の１０日

前までに，○○地域福祉バス使用申請書（別記第１号様式）を市長へ

提出しなければならない。  

２ 前項の申請があったとき，市長は内容を審査のうえ，使用を認める

場合は，○○地域福祉バス使用承認書（別記第２号様式）により申請

者へ通知するものとする。  

 （使用の取り消し）  

第９条 使用者は，使用申請の取り消しをする場合は，あらかじめ市長

に届け出なければならない。  

２ 市長は，次のいずれかに該当する場合は，使用の承認を取り消すこ

とができる。  

 （１） 車両の故障等運行に支障があるとき。  

 （２） 災害等により運行上支障があるとき。  

 （３） その他市長が公務上必要と判断したとき。  

 （使用者の責務）  

第 10 条 使用者は次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

 （１） 使用の権利を譲渡し，または転貸してはならない。  



 （２） 車両および備付物品を破損または紛失してはならない。  

 （３） 備付物品を車外へ持ち出してはならない。  

 （４） その他安全運転管理者等および運転者の指示する事項  

 （損害賠償）  

第 11 条 使用者は，車両および備付物品を破損または紛失した場合は，

その損害を賠償しなければならない。ただし，運転者の責に帰すべき

場合または不可抗力によると認められる場合はこの限りでない。 

 （その他） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

 附 則 

 この要綱は，平成２１年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は，平成２５年４月１日から施行する。 



別記第１号様式 

 

○○地域福祉バス使用申請書 

 

  年  月  日 

 

 函館市長 様 

 

申請者 団体名 

                   電 話 

                   住 所 

                   氏 名 

                   電 話 

 

 次のとおり使用したいので申請します。 

使用日時 
  年  月  日 午前・後  時  分から 

            午前・後  時  分まで 

使用目的 
 

乗車人員 名  

使用する区間 
 

備  考 
 

 



別記第２号様式 

 

○○地域福祉バス使用承認書 

 

  年  月  日 

 

申請者         様 

 

函館市長 

 

     年  月  日申請のあった○○地域福祉バスの使用につい

て承認します。 

使用日時 
  年  月  日 午前・後  時  分から 

            午前・後  時  分まで 

使用目的 
 

乗車人員 名  

使用する区間 
 

備  考 
 

【注意事項】 

１ 申請の取り消しまたは申請内容に変更があった場合は速やかに届け

出ること。 

２ 使用の権利を譲渡，または転貸しないこと。 

３ 車両および備付物品を破損または紛失しないこと。 

４ 備付物品を車外へ持ち出さないこと。 

５ 安全運転管理者および運転者の指示に従うこと。 

６ 車両および備付物品を破損または紛失した場合は，その損害を賠償

すること。ただし，運転者の責に帰すべき場合等はこの限りでない。 



１　東部４支所の地域福祉バスの現況について

10名以上の地域団体等の申請により
渡島桧山管内を運行

－ 不定期（申請都度）

老人クラブ
福祉団体
学校関係 等
28日

492人

（温泉送迎）
「ふろの日」にふれあい湯遊館を
利用する地域住民の送迎

小安町～
ふれあい湯遊館

月１回(原則最終水曜日)
１往復

12日 117人

10名以上の地域団体等の申請により
渡島桧山管内を運行

－ 不定期（申請都度）

老人クラブ
社会福祉協議会
障がい者団体　等
　　　　　　　 44日

1,201人

（病院送迎）
恵山病院に通院する地域住民の送迎

日浦～病院
御崎～病院

（温泉送迎）
恵山福祉センター（温泉）を利用する
地域住民の送迎

水）日浦～温泉
木）御崎～温泉

椴法華地域
福祉バス

【１台】
《市所有》

42人

H15

10名以上の地域団体等の申請により
渡島桧山管内を運行

－ 不定期（申請都度）

椴法華小学校
椴法華中学校
老人クラブ
町会　等 　　29日

29日 521人 159.0万円 214.1万円

10名以上の地域団体等の申請により
渡島桧山管内を運行

－ 不定期（申請都度）

老人クラブ
社会福祉協議会
地域内小中学校　等
　　　　　　　81日

1,668人

（病院送迎）
南茅部病院に通院する地域住民の送迎

古部町～病院
岩戸町～病院

週１日，２往復 病院送迎　　51日 756人

南茅部地域
福祉バス

【１台】
《市所有》

４５人

H29
132日

352.3万円

恵山地域
福祉バス

【１台】
《市所有》

44人

H30
215日 5,365人 573.7万円 689.0万円

2,424人 349.9万円 472.1万円

戸井地域
福祉バス

【１台】
《貸切バス
借上げ》

大型車
：54人
中型車
：27人

年式不明

40日 609人 243.8万円

月) 病院送迎　４往復
水) 病院・温泉送迎　各２往復
木) 病院・温泉送迎　各２往復
金) 病院送迎　４往復
※　金は毎月第１・３金曜日
※　途中下車は不可

病院・温泉送迎 98日
病院送迎       70日
温泉送迎 　     3日

4,164人

利用延べ人数
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２　（参考）東部地区輸送サービスの現況について

【定期運行】
戸井幼稚園，戸井学園に通園， 通
学する園児，児童，生徒の送迎

小安町～戸井幼・戸井学園

原木町～戸井幼・戸井学園

週５日（月～金）
２台とも
登校：概ね１回，
下校：概ね４回

(ﾄｰﾊﾟｽ1号)    872回
(ﾄｰﾊﾟｽ2号)    823回

【定期（特別）運行，特別運行】
学校教育事業，生涯学習事業等のた
めの送迎

－ 随時
(ﾄｰﾊﾟｽ1号)     72回
(ﾄｰﾊﾟｽ2号)     64回

【定期運行】
えさん小学校，恵山中学校に通学す
る児童生徒の送迎

日浦町～えさん小・恵山中

御崎町～えさん小

週５日（月～金）
２台とも
登校：概ね１回，
下校：概ね２回

(ほていﾄﾞﾝ1号)  567回
(ほていﾄﾞﾝ2号)  579回

【定期（特別）運行，特別運行】
学校教育事業，生涯学習事業等のた
めの送迎

－ 随時
(ほていﾄﾞﾝ1号)   11回
(ほていﾄﾞﾝ2号)   12回

つつじ保育園送迎バス

【２台】
《リース》

(ﾊｲｴｰｽ1)
大人4人+幼児18人
　R2

(ﾊｲｴｰｽ2)
　同上

つつじ保育園に通園する園児の送迎
日浦方面　～保育園
御崎方面　～保育園
椴法華方面～保育園

週５日（月～金）
２台とも
登園：１往復
降園：１～２往復

817.3万円 836.9万円

【通常登下校便】
南茅部小学校および南茅部中学校に
通学する児童生徒の送迎

古部町～南茅部小・中

岩戸町～南茅部小・中

週５日（月～金）
２台とも
登校：概ね１回
下校：概ね４回

古部方面      879回
岩戸方面    1,117回

【臨時運行便，特別運行便】
学校教事業のための送迎

－ 随時
古部方面       14回
岩戸方面       11回

戸井
恵山
椴法華
南茅部

東部地区
外出支援サービス

【１台】
《市所有》

(ﾘﾌﾄ付ﾜｺﾞﾝ車)
　10人
　H26

歩行困難な高齢者等を対象に居宅と
医療機関等の間を移送

居宅～病院，介護事業所等
不定期
（申請都度）

507.5万円 580.0万円

戸井

戸井地区
外出支援サービス

【１台】
《リース》

(ﾘﾌﾄ付ﾜｺﾞﾝ車)
　10人
　R3

歩行困難な高齢者等を対象に居宅と
医療機関等の間を移送

居宅～病院，介護事業所等
不定期
（申請都度）

392.9万円 395.8万円

椴法華

椴法華地区
外出支援サービス

【１台】
《リース:R6.10.31まで》
※R6.11.1から市所有リ
フト付きワゴン車10人乗
りに変更

(ﾘﾌﾄ付ﾜｺﾞﾝ車)
　10人
　H22

歩行困難な高齢者等を対象に居宅と
医療機関等の間を移送

居宅～病院，介護事業所等
不定期
（申請都度）

225.0万円 479.7万円

【透析患者送迎】
恵山病院に通院する透析患者の送迎

居宅～病院 月，水，金曜日 156日 1,649人 － －

【家族送迎】
恵山病院に入院している患者の家族
の送迎

（原則）旧函館地域の居宅
～病院

随時 14日 21人 － －

※通学バスの回数は，片道便・往復便混在している。
※【通院支援】の【家族送迎】は，家族送迎以外にも使用しており，Ｒ５決算額，Ｒ６予算額の内訳が不明のため，計上しない。

(ﾄｰﾊﾟｽ1号)  31人★
(ﾄｰﾊﾟｽ2号)  17人★

303日

234日

820人

1,169人

306人

古部方面　   2人★
岩戸方面     2人★

古部方面    54人★
岩戸方面    47人★

2,009人

利用延べ人数
（★は対象者数）

運行日数
（通学バスは回数）

Ｒ５年度
の状況

Ｒ６年度
の状況

予算額決算額

【外出支援】

高齢者や心身障害・
傷病等により歩行困
難になっている者の
身体的・精神的負担
の軽減のため

6,600.0万円-

189日

227日

1,670人

南茅部

南茅部地域通学バス

【３台】
《受託者車両》

古部方面       893回
岩戸方面     1,128回

5,304.2万円

【通院支援】

患者サービス向上の
ため

恵山

恵山病院送迎サービス

【２台】
《リース》

(小型自動車1)
　7人
　H29

(小型自動車2)
　7人
　H30

170日

1,392.3万円 1,548.0万円

【遠距離通学支援】

遠距離となる児童生
徒の安全確保，身体
的負担軽減のため

戸井

戸井地域通学バス

【２台】
《市所有》

(ﾄｰﾊﾟｽ1号)
　45人
　H27

(ﾄｰﾊﾟｽ2号)
　29人
　R1

(ﾄｰﾊﾟｽ1号)      944回
(ﾄｰﾊﾟｽ2号)      887回

恵山

恵山地域通学バス

【２台】
《市所有》

(ほていﾄﾞﾝ1号)
　44人
　H29

(ほていﾄﾞﾝ2号)
　45人
　H28

(ほていﾄﾞﾝ1号)  578回
(ほていﾄﾞﾝ2号)  591回

1,717.5万円 1,867.7万円

２台合計     130人

(ほていﾄﾞﾝ1号)   13人★
(ほていﾄﾞﾝ2号)   28人★

２台合計     931人

運行頻度目的 地区

事業名

【台数】
《形態》

使用車両

上段:定員
下段:年式

【運行区分】
事業概要

運行区間

合計

合計

合計

合計 合計

（休日部活動利用


